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2003 年 6 月 17 日 

 

 

東京外国為替市場委員会 第 64 回会合 議事録 
 

 

 

開催日時      2003 年 5 月 28 日 13:00～15:20 

場  所        日本銀行本店 新館9階大会議室 

議  長        荻野  哲司 (東京三菱銀行) 

副 議 長      小林  和成（ｽﾃｰﾄ・ｽﾄﾘｰﾄ銀行） 

副 議 長      加島  章雄 みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀

行） 

書  記        川添  敬  （日本銀行） 

参加委員数     17 名（別紙） 

 

 

Ⅰ．Code of Conduct 改訂 

  中島 Code of Conduct 小委員長（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾁｬｰﾀｰﾄﾞ銀行）より、以下の報告・提案があり、

提案については了承されました。 

１）以下の点について若干の修正を行った。これをもって最終版としたい。 

①第３条（「外国為替・資金業務に携わる担当者の注意義務」）については、「励行」

という表現を「遵守」に改める。 

②第６条（「人材の育成・教育」）については「急速な拡大」を「急速な変化」に、

「複雑性」を「複雑な取引」に、それぞれ改める。 

２）英文翻訳については、各社から出された見積りを検討中。 

３）名称を「オレンジブック２００３年度改訂版“ORANGE BOOK 2nd edition”」とする。 

 

 

Ⅱ．小委員会活動報告 

１．NDF 小委員会 

  稲村小委員長（シティバンク）より、以下の報告がありました。 

１）アンケートフィードバックの件 

現段階のアンケート取り纏め結果を、アンケ－ト協力金融機関、各国市場委員会（シ

ンガポール、香港、ソウル、ロンドン、フランクフルト、ニューヨーク）に送付し

たほか、当委員会及び日本フォレックスクラブのウェブサイトに掲載。なお、香港
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市場委メンバーから追加の回答を受領中。 

２）Asian NDF Working Group 電話会議に関する報告 

ニューヨーク市場委員会からアジア通貨（台湾ドル、韓国ウォン、フィリピンペソ、

インドルピー、中国元、インドネシアルピア）のテンプレート見直し作業に関する

方向感が示され、同Working Group の各参加者は分担して課題に関して検討するこ

ととなった。検討結果を持ち寄って議論するために 6 月2日に第２回電話会議が予

定されている。 

   

２．運営小委員会 

  野手小委員長（三井住友銀行）より、以下の報告・提案があり、提案については了承さ

れました。 

１）各種照会への対応 

   ①ルートは原則として市場委員会メールアドレスに一本化する。回答も同アドレ

スから送付。 

   ②案件に関連する小委員長は、質問の内容に応じて以下の手続きから選択し、回

答することとしたい。 

     ⅰ. 小委員長が回答 

     ⅱ. 小委員会案を作成して回答 

     ⅲ. 小委員会案を本会合に諮り、承認を得て回答 

（i.、ii.のケースにおいては、質問を寄せた先に回答を送付する前に、運営小委員会

メンバーに回答案を送付。） 

   ③寄せられた質問のうち一般性の高いものについては、各小委員会で FAQ を作成

し、市場委員会ウェブサイトに掲載することを検討したい。 

２）外為法の改正等により実態を反映しなくなっている綱要の改訂については、十分な

時間を確保して慎重に進めていく方針としたい。 

 

３．教育小委員会 

  今井小委員長（ＵＦＪ銀行）より、以下の報告・提案があり、提案については了承され

ました。 

１）フォレックスセミナーを以下の要領で行いたい。 

     日時  平成 15 年 7 月 8 日 

     場所  野村證券（大手町アーバンネット） 

     内容  第一部「世界経済・為替相場の見通し（仮題）」 

                    講師  熊谷 亮丸氏（みずほ証券 シニアエコノミスト） 

           第二部「米国政治の展望（仮題）」 

                    講師  伊藤 洋一氏（住信基礎研究所 主席研究員） 
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２）日本フォレックスクラブとの共催セミナーについて、検討を進めている。（企画の

概要は先方に伝わっており、方向性については承諾済。） 

３）「オレンジブック２００３年度改訂版」のセミナー開催別途検討したい。 

 

４．市場調査小委員会 

   加島小委員長（みずほコーポレート銀行）より、以下の報告・提案があり、提案につ

いては了承されました。 

１）フリーディスカッションとして、「円の国際化」、「取引慣行の変化」、「外銀の東京

拠点の位置づけ」等について討議が行われた。 

２）以上の議論等を踏まえて、今後の小委員会活動についての議論がなされ、以下の方

向性をとることで合意を得た。 

「市場の活性化に資する活動を目的としつつ、東京外為市場の実態把握や分析を

継続的に行い、東京外国為替市場委員会としてできることを模索していく」 

今後の具体的な予定としては、カレンシー・オーバーレイ、日本で活動するヘッジ

ファンド等をテーマに、関係者を講師として招き、その実態を説明して頂くことを

予定している。 
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（別 紙） 

 

 

東京外国為替市場委員会委員名簿（5 月 28 日現在） 

 

 

＜委員＞ 

議長    ○荻野  哲司      （東京三菱銀行） 

副議長                           ○加島  章雄      （みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行） 

副議長                           ○小林  和成      （ｽﾃｰﾄ･ｽﾄﾘｰﾄ銀行） 

書記    ○川添  敬      （日本銀行） 

運営・E コマース小委員長          ○野手  弘一      （三井住友銀行） 

広報小委員長    ○神田  紀昭      （ロイター・ジャパン） 

教育小委員長                     ○今井  雅人      (UFJ 銀行） 

法律問題小委員長    ○武田 敬一郎     （三菱信託銀行） 

CLS 小委員長    ○市川  亨      （みずほ銀行） 

NDF 小委員長    ○稲村  秀彦      （シティバンク） 

Code of Conduct 小委員長    ○中島  尚彦      （ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾁｬｰﾀｰﾄﾞ銀行） 

                                 ○河野  文彦      （野村証券） 

                                    ○花生  浩介      （ﾛｲﾔﾙ･ﾊﾞﾝｸ･ｵﾌﾞ･ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ） 

                                 ○梨本  忠彦      （バークレイズ銀行） 

                                 ○竹川  雅祥        (メリルリンチ日本証券) 

                                 ○伊藤  一雄      （ﾄｳｷｮｳﾌｫﾚｯｸｽ上田ﾊｰﾛｰ） 

                                 ○大木 一寛      （EBS ﾃﾞｨｰﾘﾝｸﾞﾘｿｰｼｽｼﾞｬﾊﾟﾝ） 

                                 

＜オブザーバー＞ 

    ○野口 嘉彦      （ﾏﾈｰ･ﾌﾞﾛｰｶｰｽﾞ･ｱｿｼｴｲｼｮﾝ） 

    ○中田 勝紀        （日本銀行) 

                                  ○寺澤 英光      （東京三菱銀行） 

    ○竹中 浩一        (みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行) 

 

 

(注) 敬称略（順不同）。○は今回出席。 


